
 介護老人保健施設事業会計

 国民健康保険診療所事業会計

 水道事業会計

 病院事業会計

平
成
２５
年
度

市
の
決
算
概
要

 

一
般
会
計
の
決
算
状
況

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
１７

億
９
２
３
５
万
円
で
、
平
成
２６
年
度
へ
予

算
を
繰
越
し
た
事
業
の
た
め
の
財
源
２
億

０
２
０
６
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支

額
は
、１５
億
９
０
２
９
万
円
の
黒
字
で
す
。

　
歳
入
で
は
、
地
方
交
付
税
が
１
０
７
億

２
６
９
０
万
円
で
歳
入
総
額
の
３６
・
４
㌫

を
占
め
、
市
税
が
７０
億
９
４
４
９
万
円

（
２４
・
１
㌫
）、
借
金
の
市
債
は
３１
億
５
０

０
０
万
円
（
１０
・
７
㌫
）
で
し
た
。

　
そ
の
他
、
市
の
事
業
に
対
す
る
国
や
県

か
ら
の
補
助
金
と
し
て
、
国
庫
支
出
金
が

２２
億
９
４
７
９
万
円
（
７
・
８
㌫
）、
県
支

出
金
が
１７
億
６
８
２
９
万
円
（
６
・
０
㌫
）

の
収
入
で
し
た
。

　
歳
出
で
は
、
高
齢
者
福
祉
や
障
が
い
者

福
祉
、
生
活
保
護
な
ど
の
福
祉
事
業
、
保

育
所
の
運
営
、
子
育
て
の
た
め
の
手
当
て

の
支
給
な
ど
の
民
生
費
が
６４
億
２
８
８
３

万
円
で
歳
出
総
額
の
２３
・
２
㌫
で
し
た
。

職
員
管
理
や
地
域
活
性
化
事
業
な
ど
を
含

む
総
務
費
は
、
５３
億
７
７
７
３
万
円
（
１９・

４
㌫
）、
学
校
施
設
な
ど
の
整
備
を
行
っ

た
教
育
費
は
、
２８
億
９
１
５
１
万
円

（
１０
・
４
㌫
）、
予
防
接
種
な
ど
の
健
康
事

業
や
ご
み
処
理
、
し
尿
処
理
の
経
費
な
ど

を
含
む
衛
生
費
は
、
２８
億
８
５
２
７
万
円

（
１０
・
４
㌫
）、
土
木
費
２０
億
１
０
３
２
万

円
（
７
・
３
㌫
）、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
借
金
の
返
済
と
な
る
公
債
費
は
、

５０
億
３
２
４
２
万
円
と
歳
出
総
額
の
１８
・

２
㌫
を
占
め
ま
し
た
。

　
平
成
２５
年
度
の
市
の
決
算
が
確
定
し
、
９
月
の
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
決
算
は
、
１
年
間
に

ど
の
く
ら
い
お
金
が
入
り
（
歳
入
）、
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
か
（
歳
出
）
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
。
決
算
を
す

る
こ
と
で
、
市
の
財
政
状
況
の
分
析
が
で
き
ま
す
。
一
般
会
計
に
特
別
会
計
と
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
市
の
歳

入
総
額
は
、
５
１
３
億
６
９
３
２
万
円
。
歳
出
総
額
は
４
９
１
億
９
０
８
７
万
円
。
歳
入
と
歳
出
の
差
し
引
き

額
は
、
２１
億
７
８
４
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
決
算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
　
財
務
課
（
内
線
３
５
２
）

歳
出
総
額
は
４９２
億
円

歳入総額　２９４億９,９５８万円

歳出総額　２７７億０,７２３万円

▲中野方小学校に浄水機能付きのプールを整備

特別会計 歳入 歳出 歳入歳出決算差引額

国民健康保険 58億7,669万円 56億1,087万円 2億6,582万円
介護保険（事業勘定） 52億7,507万円 51億6,420万円 1億1,087万円
（サービス事業勘定） 2,233万円 2,233万円 0万円
簡易水道 13億8,745万円 13億8,372万円 373万円
農業集落排水 2億8,833万円 2億8,826万円 7万円
駐車場 3,137万円 3,137万円 0万円
公共下水道 16億5,799万円 16億2,511万円 3,288万円
遠山財産区 81万円 64万円 17万円
上財産区 96万円 55万円 41万円
後期高齢者医療 6億1,177万円 5億9,989万円 1,188万円

計 151億5,277万円 147億2,694万円 4億2,583万円

資本的収支決算
収入 3,589万円
支出 4,824万円

収益的収支決算
収入 6億3,886万円
支出 6億1,864万円

資本的収支決算
収入 2,280万円
支出 3,436万円

収益的収支決算
収入 ４億6,038万円
支出 4億8,529万円

資本的収支決算
収入 ４億１,4９８万円
支出 ４億３,１１３万円

収益的収支決算
収入 37億3,２３３万円
支出 36億6,218万円

資本的収支決算
収入 １億３,１８７万円
支出 ２億４,３７３万円

収益的収支決算
収入 8億６,１９６万円
支出 ７億９,８９８万円

□事業概要
　給水件数：１１,０５６件　
　総配水量：４,２８３,３２４立方㍍

□市立恵那病院　　　　
　外来患者数：6６,9４２人　
□国保上矢作病院
　外来患者数：２５,３１０人　

□事業別利用者数
　入所事業：31,377人　
　短期入所事業：2,612人

□６診療所
　外来患者数：44,893人  

借
金
（
市
債
）
の
状
況

●
市
民
１
人
に
、
約
１
０
１
万
円
の
借
金

　
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の

借
金
の
総
額
は
５
３
７
億
６
５
４
７
万
円

　
市
民
１
人
当
た
り
の
貯
金
が
３３
万
９
０

９
７
円
あ
る
状
況
で
す
。

  

近
隣
市
と
の
比
較

　

本
市
の
財
政
状
況
を
客
観
的
に
確
認
で

き
る
よ
う
に
、
東
濃
地
域
の
各
市
と
比
較

し
ま
し
た
。
本
市
の
主
な
財
政
状
況
の
過

去
６
年
間
の
推
移
と
、
東
濃
地
域
の
各
市

は
、
平
成
２４
年
度
ま
で
の
過
去
５
年
間
の

財
政
状
況
を
、
次
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ
フ
で
示

し
て
い
ま
す
。

▲

イ
ワ
ク
ラ
公
園
（
山
岡
町
）
の
整
備
が
完
成

 

貯
金
（
基
金
）
の
状
況

●
貯
金
は
市
民
１
人
当
た
り
約
３４
万
円

　
市
の
貯
金
の
総
額
は
１
８
０
億
８
３
０

４
万
円
で
、
昨
年
度
と
比
べ
て
１１
億
９
０

７
４
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

で
、
昨
年
度
と
比
べ
て

１５
億
６
９
９
６
万
円
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
借
金
を
市
民
１
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
、

１
０
０
万
８
２
２
２
円

と
な
り
ま
す
。（
平
成
２６

年
３
月
３１
日
現
在
の
人

口
５
万
３
３
２
７
人
）

 介護老人福祉施設事業会計

資本的収支決算
収入 2,063万円
支出 2,077万円

収益的収支決算
収入 3億9,727万円
支出 4億1,340万円

□事業別利用者数
　入所事業：21,035人　
　短期入所事業：3,846人

市債の現在高 537億6,547万円
一般会計 354億8,886万円
特別会計 146億8,017万円
企業会計 35億9,644万円

一般会計に属する基金 160億2,524万円
地域振興基金 35億0,748万円
病院施設等整備基金 29億9,522万円
財政調整基金 27億4,925万円
公共施設整備基金 20億6,736万円
減債基金 23億2,336万円
地域福祉基金 9億8,553万円
市民のまちづくり基金 5億2,616万円
地域づくり基金 1億0,247万円
過疎地域自立促進基金 1億1,119万円
図書館基金 437万円
その他 6億5,285万円

特別会計に属する基金 6億0,212万円
国民健康保険給付基金 2億5,702万円
介護保険給付基金 7,207万円
駐車場施設整備基金 2億4,163万円
その他 3,140万円
企業会計に属する基金 1億7,540万円
積立金（水道事業） 4,000万円
積立金（病院事業） 6,910万円
積立金（介護老人福祉施設） 4,300万円
積立金（国保診療所） 2,330万円
定額の資金を運用する基金 12億8,028万円
土地開発基金 9億7,368万円
奨学資金貸与基金 2億6,752万円
その他 3,908万円

（５０億３,２４２万円）

一般会計
（歳入）

一般会計
（歳出）

地方交付税３６.４％

市税２４.１％

国庫支出金７.８％

市債１０.７％

県支出金６.０％

その他１５.０％

民生費２３.２％

総務費１９.４％

公債費１８.２％

教育費１０.４％

衛生費１０.４％

土木費７.３％

その他１１.１％

図１

図２

　◆企業会計

◆特別会計

◆一般会計

◆基金

◆市債

（１０７億２,６９０万円）

（７０億９,４４９万円）

（３１億５,０００万円）

（２２億９,４７９万円）

（１７億６,８２９万円）

（６４億２,８８３万円）

（５３億７,７７３万円）

（２８億８,５２７万円）

（２８億９,１５１万円）

（２０億１,０３２万円）

（４４億６,５１１万円）

（３０億８,１１５万円）
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な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対

し
て
、
公
共
事

業
に
伴
う
資
金

の
使
途
と
、
財

源
を
示
す
公
共

資
産
整
備
収
支

で
は
約
21
億

円
、
投
資
活
動

や
借
金
返
済
に

よ
る
資
金
収
支

を
示
す
投
資
・

財
務
的
収
支
で
は
、
約
６４
億
円
の
赤
字
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
経
常
的
収

支
、
す
な
わ
ち
一
般
財
源
で
賄
わ
れ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

平
成
２５
年
度

市
の
決
算
概
要

 

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
、
市
の
資
産
と
そ

の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
、
純

資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を
示
し
た
も
の

で
す
。

　
一
般
会
計
に
お
け
る
市
の
総
資
産
は
、

約
１
４
６
９
億
円
。
道
路
や
公
共
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
た
め
に
発
行
す
る
地
方

債
な
ど
の
負
債
総
額
は
、
約
４
１
４
億

円
。
現
在
ま
で
の
世
代
が
税
金
を
支
払
っ

て
、
す
で
に
整
備
さ
れ
た
純
資
産
は
、
約

１
０
５
５
億
円
と
な
り
ま
す
。
ま
た
市
民

１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
資
産
は
約

２
７
５
万
円
で
、
負
債
が
約
77
万
円
、
純

資
産
が
約
１
９
８
万
円
と
な
り
ま
す
。

 

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の
概
要

　
１
年
間
の
行
政
活
動
の
う
ち
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
や
ご
み
の
収
集
に
係
る
経
費
な

ど
、
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政

サ
ー
ビ
ス
に
伴
う
支
出
と
、
使
用
料
や
手

数
料
な
ど
の
収
入
を
示
し
た
も
の
が
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
。
企
業
会
計
で
い
わ
れ
る

損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
も
の
で
す
。

　
資
産
形
成
に
つ
な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
掛
か
っ
た
費
用
は
、
約
２
２

０
億
円
で
、
使
用
料
な
ど
受
益
者
が
負
担

し
た
約
７
億
円
を
除
く
と
、
純
粋
な
行
政

コ
ス
ト
は
約
２
１
３
億
円
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
約
４０
万
円
の
費
用
が
掛
か
っ
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

 バランスシート

資産の部 金額

公共資産
学校や道路の建設、
土地購入などに使わ
れたお金の総額

1,231億8,900万円

（うち未使用資産） （４億9,800万円）
投資など
関係団体への出資金
や公共施設整備ほか
に蓄えているお金

167億5,700万円

流動資産
現金や貯金、必要な
ときに現金化するこ
とができる積立金、
市税などの未収金

69億4,700万円

（うち歳計現金） （17億9,200万円）
資産合計 １,４６８億９,３００万円

負債の部 金額

固定負債
翌々年度以降に支払
いや返済が行われる
予定のもの

376億2,000万円

流動負債
翌年度に支払いや返
済をするもの

37億8,400万円

合計 ４１４億０,４００万円

純資産の部 金額

国と県からの補助金 219億7,400万円

一般財源などの自主
財源 835億1,500万円

合計 １,０５４億８,９００万円

負債及び純資産合計 １,４６８億９,３００万円

 行政コスト計算書 純資産変動計算書

 資金収支計算書

経常行政コスト 金額

人にかかるコスト
人件費、退職給与引
当金など

４２億２,000万円

物に係るコスト
電気料、修理など維
持補修費など

91億3,100万円

移転支出的なコスト
高齢者や児童などへ
の手当（扶助費）、団
体への補助金、特別
会計への操出金など

82億2,900万円

その他コスト
市債の利子、時効によ
り納入されなかった税
金（不納欠損）など

4億5,600万円

合計 ２２０億３,６００万円

経常収益 金額

使用料・手数料 6億4,900万円
分担金・負担金・寄
付金など

7,900万円
合計 ７億２,８００万円

（差し引き）
純経常行政コスト

２１３億０,８００万円

期首純資産残高 １,０３６億４,３００万円

（純経常行政コスト）△213億0,800万円
（一般財源） 199億2,000万円
（補助金） 40億6,600万円
（臨時損益など） △8億3,200万円
期末純資産残高 １,０５４億８,９００万円

期首歳計現金残高 １５億円

（経常的収支） 87億7,400万円
（公共資産整備収支）△21億1,800万円
（投資・財務的収支）△63億6,400万円
期末歳計現金残高 １７億９,２００万円

 

純
資
産
変
動
計
算
書
の
概
要

　
純
資
産
変
動
計
算
書
は
、
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
の
純
資
産（
資
産
と
負
債
の
差
額
）

が
１
年
間
に
ど
の
よ
う
に
増
減
し
た
か
を

示
し
た
も
の
で
す
。

　
平
成
２５
年
度
末
の
純
資
産
残
高
は
約

１
０
５
５
億
円
と
な
り
昨
年
度
末
と
比
べ

て
約
１８
億
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

 

資
金
収
支
計
算
書
の
概
要

　
性
質
の
異
な
る
三
つ
の
区
分
に
分
け

て
、
１
年
間
の
現
金
の
流
れ
を
示
し
た
も

の
が
、
資
金
収
支
計
算
書
で
す
。

　
日
常
の
行
政
活
動
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
資

金
の
経
常
的
な
収
支
は
、
約
８８
億
円
と

●　用語の説明　●
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●　財政力指数　●

 

財
政
健
全
度
の
状
況

　
平
成
２０
年
４
月
１
日
に
一
部
施
行
さ
れ

た
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
算
定
と
公
表
が

義
務
付
け
ら
れ
た
実
質
赤
字
比
率
や
連
結

実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将

来
負
担
比
率
の
四
つ
の
指
標
の
健
全
化
判

断
比
率
と
、
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足

比
率
は
次
の
通
り
で
す
。
実
質
公
債
費
比

率
は
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率

は
１８
・
５
ポ
イ
ン
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
昨
年

度
か
ら
改
善
し
ま
し
た
。
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●　１人当たりの地方債　●
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多治見市・土岐市・瑞浪市・中津川市・恵那市の財政状況の比較

（一般会計） （一般会計）
多治見市
土岐市
瑞浪市
中津川市
恵那市

決
算
概
要
の
詳
細
は
、市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w
w
.city.ena.lg.jp/

）
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

健全化

判断比率

指標名 恵那市の数値 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － 12.58％ 20.00％
連結実質赤字比率 － 17.58％ 30.00％
実質公債費比率 10.1％ 25.0％ 35.0％
将来負担比率 17.8％ 350.0％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字の場合「－」で表します

指標名 会計名 恵那市の数値 経営健全化基準

資金不足比率

水道事業会計 － 20.0％
病院事業会計 － 20.0％
介護老人保健施設事業会計 － 20.0％
国民健康保険診療所事業会計 － 20.0％
簡易水道事業特別会計 － 20.0％
農業集落排水事業特別会計 － 20.0％
公共下水道事業特別会計 － 20.0％

※資金不足がない場合「－」で表します
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（百万円単位）
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（百万円単位） （百万円単位）

土岐市

中津川市

恵那市

瑞浪市

多治見市
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